
ま
れ
る
手
当
の
見
直
し
は
、
人

事
委
員
会
勧
告
を
受
け
て
改
定

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

人
事
委
員
会
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

交
渉
団 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
係
る
防
疫
等
作
業
手
当
を
は

じ
め
、
当
県
の
特
殊
勤
務
手
当

は
他
県
と
比
較
し
て
手
当
額
が

低
い
。
近
隣
各
県
の
状
況
を
確

認
の
う
え
、
増
額
を
求
め
る
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

　

来
年
度
に
係
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
配
置
決
定
の
時
期

は
、
前
年
度
の
業
務
の
進
捗
状

況
や
職
場
全
体
の
体
制
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
ほ

か
、
予
算
編
成
等
の
事
情
に
よ

り
、早
期
化
は
困
難
で
あ
る
が
、

検
討
状
況
等
は
、
各
部
局
に
お

い
て
所
属
に
随
時
情
報
提
供
し

な
が
ら
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

交
渉
団 

年
度
末
ま
で
任
用
数

　

３
年
以
上
続
い

た
コ
ロ
ナ
感
染
症

も
よ
う
や
く
５
月

８
日
に
５
類
感
染

症
と
な
り
、
元
の

生
活
に
本
格
的
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
で
皆
が
顔
を

あ
わ
せ
て
集
う
機

会
も
戻
る
だ
ろ
う
▼
コ
ロ
ナ
感

染
症
は
私
た
ち
の
生
活
全
て
を

変
容
さ
せ
、
労
働
運
動
も
そ
の

流
れ
で
活
動
の
進
め
方
も
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ

前
に
比
べ
る
と
情
報
通
信
技
術

は
各
段
に
進
み
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
駆
使
し
た
仕
事
が
急
激
に

進
み
、
「
労
働
」
へ
の
捉
え
方

も
変
わ
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な

い
▼
し
か
し
、
社
会
が
ど
の
よ

う
に
変
貌
を
遂
げ
て
も
、
私
た

ち
は
働
か
な
け
れ
ば
生
活
で
き

な
い
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

コ
ロ
ナ
時
に
は
保
健
所
を
中
心

に
激
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
務
職
場

の
立
ち
位
置
も
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
社
会
が
変
貌
し

て
も
、
私
た
ち
労
働
者
の
置
か

れ
て
い
る
立
場
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
そ
れ
に
寄
り
添
え
る
社

会
・
政
治
が
必
要
な
こ
と
は
不

変
な
ま
ま
だ
と
い
え
よ
う
▼
そ

う
し
た
中
、
街
に
は
岩
手
の
政

治
を
変
え
よ
う
と
躍
起
に
な
っ

て
い
る
方
の
顔
が
目
立
つ
。
コ

ロ
ナ
を
克
服
し
、
コ
ロ
ナ
を
教

訓
と
し
な
が
ら
、
真
に
私
た
ち

労
働
者
の
声
に
即
し
た
方
な
の

か
、
じ
っ
く
り
吟
味
し
、
誤
っ

た
判
断
と
な
ら
な
い
よ
う
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

▲人事課総括課長交渉に臨む県職労交渉団（右下円内は回答する内城人事課総括課長）

▲山村人事委員会事務局長に要請書を手渡す佐藤地公共闘議長（左）

▲賃金改善等を求める地公共闘役員

▲４年ぶりの通常開催となった県中央メーデー集会

▲集会後の参加者によるデモ行進
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県
職
労
は
４
月
27
日
、
内
城
仁
人
事
課
総
括
課
長
と
着
任
交

渉
を
行
っ
た
。
内
城
人
事
課
長
は
、
「
公
務
に
精
励
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
県
勢
の
発
展
に
資
す
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
県
職
労
と
十
分
に
協
議
を
行
う
姿
勢
で

臨
む
」
と
基
本
姿
勢
を
示
し
た
。
交
渉
で
は
人
員
確
保
、
手
当

改
善
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
な
ど
の
課
題
改
善
を
求
め
た
。

【
労
使
関
係
】

　

勤
務
・
労
働
条
件
に
関
わ
る

変
更
や
決
定
に
際
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
組
合
と
十
分
に

協
議
し
、
可
能
な
限
り
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
行
う
。

【
欠
員
状
況
・
人
員
確
保
対
策
】

　

４
月
時
点
の
欠
員
は
９
人
。

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
が
、
解

消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

人
材
確
保
に
向
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
受
験
者
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
ほ
か
、
内
定
者
へ
の
き
め

細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
辞
退

者
の
減
少
に
努
め
、
職
員
体
制

の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

交
渉
団 
定
数
に
対
す
る
欠
員

数
以
上
に
職
場
で
感
じ
て
い
る

人
員
不
足
の
認
識
は
大
き
い
。

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置

を
求
め
る
。

【
専
門
職
種
の
人
員
確
保
】

　

総
合
土
木
（
予
定
９
人
↓
10

人
採
用
）、
社
会
福
祉
（
予
定

６
人
↓
９
人
採
用
）
は
予
定
を

上
回
り
確
保
で
き
た
が
、
獣
医

師
（
予
定
10
人
↓
５
人
採
用
）、

薬
剤
師
（
予
定
４
人
↓
３
人
採

用
）
は
予
定
を
下
回
っ
た
。
マ

ン
パ
ワ
ー
確
保
に
向
け
、
処
遇

改
善
と
人
員
確
保
を
一
体
的
に

進
め
て
い
く
。

【
賃
金
・
諸
手
当
改
善
】

　

給
与
水
準
の
改
定
に
当
た
っ

て
は
、
人
事
委
員
会
勧
告
を
最

大
限
尊
重
す
る
と
の
基
本
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
条
例

事
項
や
公
民
較
差
の
算
定
に
含

　

４
月
27
日
、
岩
手
県
地
方
公

務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐
藤

工
岩
教
組
委
員
長
）
は
２
０
２

３
県
人
勧
に
向
け
24
項
目
か
ら

な
る
人
事
委
員
長
あ
て
要
請
書

を
提
出
。
山
村
人
事
委
員
会
事

務
局
長
に
手
渡
し
た
。

　

は
じ
め
に
佐
藤
議
長
か
ら
、

「
民
間
春
闘
の
妥
結
状
況
は
、

労
組
要
求
に
対
し
て
満
額
回
答

と
な
る
な
ど
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

最
高
の
賃
上
げ
幅
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
直
面
し
て
い
る
物
価

高
に
誰
も
が
苦
し
ん
で
い
る
。

生
活
給
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
賃

金
改
定
を
お
願
い
す
る
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

山
村
事
務
局
長
か
ら
は
、

「
今
年
の
春
闘
は
、
全
国
及
び

本
県
と
も
に
、
高
い
賃
上
げ
率

で
あ
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
。
勧
告
に
向
け
た
本
年
の
民

間
給
与
実
態
調
査
は
、
昨
年
と

同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
中
立
か
つ

公
正
な
専
門
機
関
と
し
て
対
応

し
た
い
」
と
し
た
。

　

出
席
し
た
役
員
か
ら
は
、

「
55
歳
昇
給
抑
制
に
よ
り
、
高

齢
層
は
長
期
間
給
料
が
上
が
ら

ず
、
勤
務
意
欲
が
な
く
な
っ
た

と
の
話
を
聞
く
。
魅
力
が
な
い

職
場
に
は
人
は
来
な
い
。
人
員

確
保
の
観
点
か
ら
も
賃
金
改
善

を
求
め
る
」
と
強
く
訴
え
た
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　

今
年
度
骨
子
案
が
示
さ
れ
る

予
定
の
「
社
会
と
公
務
の
変
化

に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」

は
、
更
な
る
賃
金
抑
制
に
つ
な
が

る
懸
念
が
あ
り
注
視
が
必
要
。

　

地
公
共
闘
は
継
続
課
題
の
改

善
実
現
の
た
め
、
人
事
委
員
会

勧
告
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

　

４
月
18
日
告
示
・
４
月
23
日

投
開
票
の
矢
巾
町
議
会
議
員
選

挙
（
定
数
18
人
、
立
候
補
者
19

人
）
で
、
県
職
労
推
薦
候
補
の

「
山
本
よ
し
あ
き
」
（
63
歳
・

新
人
・
無
所
属
）
さ
ん
は
、
４

７
８
票
を
獲
得
し
、
見
事
に
初

当
選
（
13
位
）
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

山
本
よ
し
あ
き
さ
ん

は
、
「
多
く
の
仲
間
の
支

援
の
お
か
げ
で
、
初
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

を
し
っ
か
り
と
集
め
、
対

話
を
大
切
に
し
、
町
政
に

反
映
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

公
務
に
精
励
で
き
る
職
場
環
境
へ

　
　
　
　
　
県
職
労
と
継
続
協
議

５
．
１
・
連
合
岩
手
第
94
回
中
央
メ
ー
デ
ー

支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、

「
く
ら
し
」
を
ま
も
る
！

４
・
27
人
事
課
総
括
課
長
着
任
交
渉

矢
巾
町
議
会
議
員
選
挙

「
山
本
よ
し
あ
き
」
初
当
選

４
・
27
地
公
共
闘
春
闘
期
要
請
書
提
出

が
確
定
し
な
い
現
在
の
対
応
は

大
き
な
不
安
を
招
い
て
い
る
。

改
善
に
向
け
た
工
夫
を
。

　

そ
の
他
、
人
事
異
動
内
示
の

早
期
化
、
災
害
対
応
時
の
人
員

体
制
の
在
り
方
、
超
勤
課
題
、

若
手
職
員
の
離
職
対
策
に
つ
い

て
交
渉
し
、
改
善
を
求
め
た
。

　

５
月
１
日
、
第
94
回
岩
手
県

中
央
メ
ー
デ
ー
が
、
盛
岡
城
跡

公
園
で
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

さ
れ
た
。

　

主
催
者
の
佐
々
木
秀
市
連
合

岩
手
会
長
か
ら
「
こ
の
間
、
連

合
は
全
て
の
加
盟
労
働
組
合
で

労
使
協
議
を
行
い
、
賃
上
げ
に

取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
結
果
、

中
間
報
告
の
段
階
で
１
０
，０

８
６
円
と
昨
年
を
上
回
る
賃
上

げ
回
答
と
な
っ
て
い
る
」「
平

和
な
世
界
、政
策
実
現
の
た
め
、

団
結
を
強
め
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

達
増
知
事
も
激
励
に
駆
け
つ

け
「
選
挙
と
い
う
政
治
活
動
と

県
行
政
推
進
の
両
方
で
連
合
岩

手
と
心
、
力
を
合
わ
せ
、
岩
手

県
民
の
暮
ら
し
と
仕
事
を
守

り
、
県
民
が
希
望
を
持
て
る
岩

手
県
の
実
現
に
向
け
て
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

最
後
に
、
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
未
来
を
め
ざ
し
、
運

動
を
推
進
す
る
メ
ー
デ
ー
宣
言

を
採
択
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
っ
た
。

▲初当選に万歳する山本よしあき町議（中央）

生
活
給
と
し
て

　

ふ
さ
わ
し
い
賃
上
げ
を
！



　

自
治
労
共
済
推
進
本
部
岩
手

県
支
部
に
よ
る
年
に
一
度
の
団

体
生
命
共
済
の
募
集
時
期
（
契

約
10
月
発
効
）と
な
り
ま
し
た
。

助
け
合
い
の
制
度
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
全

て
の
組
合
員
の
御
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

特
に
、
組
合
員
の
80
％
以
上

が
加
入
す
る
と
、「
非
通
常
就

業
者
」
で
も
組
合
員
本
人
に
限

り
最
低
保
障
額
の
範
囲
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
組
織
加

入
単
組
」
の
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
県
職
労
の
現
在
の
加
入
率

は
約
71
・
２
％
で
す
。
よ
り
多

く
の
組
合
員
の
加
入
に
よ
り
、

「
組
織
加
入
単
組
」
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、「
じ
ち
ろ
う
共
済

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
各
支
部
で
開
催
さ
れ
る

共
済
説
明
会
へ
参
加
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

遺
族
附
加
年
金
共
済
「
あ
と

お
し
」
は
、
組
合
員
が
万
が
一

死
亡
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、
公

的
遺
族
年
金
の
不
足
分
を
補

い
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の
経
済

的
・
精
神
的
な
不
安
を
和
ら
げ

る
も
の
で
す
。
公
的
遺
族
年
金

だ
け
で
は
現
在
の
生
活
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
県
職
労
独
自
の
共
済
制

度
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
組
合
員
の
ご
支
援
に

よ
り
過
去
10
年
間
で
15
件
、１
，

０
０
０
万
円
以
上
が
残
さ
れ
た

ご
遺
族
の
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。

　

残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
生
活
資

金
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
じ

ち
ろ
う
団
体
生
命
共
済
等
の
利

用
と
併
せ
た
「
あ
と
お
し
」
の

利
用
で
、
組
合
員
の
ご
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
、

ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
基
本
は

Ｃ
・
Ｃ
１
／
Ｄ
・
Ｄ
１
コ
ー
ス
】

　

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

年
齢
区
分
別
に
掛
金
・
月
額
給

付
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｃ
１
・
Ｄ
１
コ
ー
ス
は

ボ
ー
ナ
ス
給
付
も
あ
り
ま
す
。

【
お
求
め
や
す
い
Ｅ
コ
ー
ス
の
利
用
を
】

　

若
年
層
の
方
や
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
た
の
で
保
障
額
を
減

ら
し
た
い
方
向
け
に
Ｅ
コ
ー
ス

（
月
額
給
付
の
み
）。Ｅ
１
コ
ー

ス
（
月
額
給
付
＋
ボ
ー
ナ
ス
給

付
）が
あ
り
ま
す（
左
表
参
照
）。

月
額
保
険
料
を
抑
え
た
お
求
め

や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
ご
利
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
出
産
等

で
保
障
額
を
増
や
し
た
い
場
合

に
は
、Ｃ・Ｃ
１
コ
ー
ス
、Ｄ・Ｄ
１

コ
ー
ス
へ
の
移
行
が
で
き
ま
す
。

　

制
度
内
容
等
の
詳
細
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1624号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2023年5月15日（２）

　

組
合
員
本
人
が
、
ケ
ガ
や
病

気
、
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
20
日

以
上
の
長
期
療
養
（
就
業
不
能

状
態
）
が
続
い
た
場
合
、
職
場

に
復
帰
す
る
ま
で
の
間
、
毎
月

10
万
円
を
給
付
す
る
、
就
業
不

能
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
新
設
し
ま

す
。

　
「
あ
と
お
し
」
を
利
用
し
て

い
る
組
合
員
限
定
の
県
職
労
独

自
の
制
度
で
す
。
加
入
し
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る
前

に
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
組
合

書
記
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
就
業
不
能
サ
ポ
ー
ト
」

　
　
　
　
制
度
特
約
を
新
設

～継続・新規の申込期限は
６月14日（水）～

あとおし
県職労独自の共済を
利用しましょう

遺族附加年金共済

“まさか”の備えに

年に一度のご案内！！ 「労働組合」は「仲間どうしの助け合い」…組合員だからこそ

新 を利用しよう！   『団体生命共済』

【こくみん共済coop自治労共済推進本部資料より抜粋】

（支部によっては、これよりも早い申込期限が設定
　されている場合がありますのでご注意ください）

表２　給付表
（Ｅコース（月額給付）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス給付））

表３　就業不能サポート保険料（10万円コース）（概算）　(円 )

表１　保険料（概算）
（Ｅコース（月額）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス））

就業不能サポート制度の給付イメージ図

　

記
載
の
年
金
額
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
点
の
明
治
安
田
生
命
の
基
礎
率

（
予
定
利
率
、
予
定
死
亡
率
、
予
定
事
業
費
率
等
）
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
実

際
の
年
金
額
は
年
金
基
金
設
定
時
に
引
受
会
社
が
定
め
る
基
礎
率
お
よ
び
引
受

金
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
の
で
、
記
載
の
額
を
下
回
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。


